
 

                         
 

  
 

                    

 
       

 令
和
七
年
の 

新
春
を
迎
え 

さ
せ
て
い
た
だ
い
て 

（
教
会
長
） 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

共
々
に
令
和
七
年
の
新
春
を
迎
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
て
有
り
難
い
こ
と
に
存

じ
ま
す
。
お
道
で
は
本
年
、
教
祖
百
四
十

ニ
年
の
お
年
柄
を
迎
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

甘
木
親
教
会
は
布
教
百
二
十
一
年
を
迎
え

ら
れ
、
加
治
木
教
会
で
は
布
教
七
十
四
年

を
迎
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

本
年
も
、
い
っ
そ
う
信
心
の
向
上･

成
長

に
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ

り
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
私
ど
も
の
真
の
お
か
げ
真
の
幸

せ
は
、
今
助
か
り
立
ち
行
く
目
先
の
お
か

げ
だ
け
を
目
標
に
し
て
い
て
は
頂
く
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
子
供
や
孫
の
末
々
ま
で

伝
わ
る
こ
と
が
で
き
、
世
代
を
超
え
て
共

に
喜
び
合
え
る
信
心
を
求
め
現
し
、
進
め

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
行
き
ま
し
ょ
う
。 
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甘
木
親
教
会 

生
神
金
光
大
神
御
大
祭 

仕
え
ら
れ
る 

 

九
州
全
域
に
よ
う
や
く
紅
葉
前
線
が
お

と
ず
れ
た
十
二
月
三
日
、
甘
木
親
教
会
で

は
、
生
神
金
光
大
神
御
大
祭
が
仕
え
ら
れ

ま
し
た
。 

                 

こ
の
た
び
の
甘
木
親
教
会 

生
神
金
光

大
神
御
大
祭
は
、
十
月
二
十
七
日
に
お
仕

え
に
な
ら
れ
た
、
布
教
百
二
十
年
記
念
大

祭
で
の
ご
教
話
を
改
め
て
ビ
デ
オ
で
拝
聴

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

安
武
道
義
親
先
生
が
、
立
教
神
伝
を
ご

奉
読
さ
れ
た
あ
と
「
記
念
祭
で
の
金
光
清

治
先
生
が
お
話
し
く
だ
さ
れ
た
ご
講
話
を

改
め
て
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
」

と
の
お
話
し
さ
れ
、
そ
の
後
、
安
武
道
義

親
先
生
も
お
広
前
に
出
て
こ
ら
れ
、
参
拝

者
と
と
も
に
改
め
て
『「
信
心
の
道
」
を
求

め
て
』
と
の
講
題
の
ご
講
話
を
拝
聴
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

出
社
教
会
の
信
奉
者
一
同
も
、
親
教
会

の
記
念
祭
や
記
念
講
話
を
、
そ
の
時
限
り

の
イ
ベ
ン
ト
に
し
て
い
て
は
も
っ
た
い
な

い
こ
と
で
、
何
度
で
も
、
ご
講
話
を
聴
き

返
し
、
参
拝
の
お
か
げ
を
こ
う
む
ら
せ
て

い
た
だ
い
た
中
に
こ
も
る
ご
神
慮
を
か
え

り
み
、
復
習
し
反
芻
し
て
信
心
の
血
肉
に

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
行
く
べ
き
で
し
ょ
う
。 
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令
和
六
年
度 

輔

教

研

修

会 
 

南
九
州
教
区
輔
教
集
会
の
熊
本
会
場
は
、
令

和
六
年
八
月
二
十
五
日
に
二
本
木
教
会
で
開

か
れ
（
二
十
四
名
出
席
）
、
大
分
会
場
は
令
和

六
年
九
月
八
日
に
大
分
教
会
で
開
か
れ
ま
し

た
（
二
十
六
名
出
席
）。 

加
治
木
教
会
か
ら
は
、
上
田
和
也
さ
ん
と
星

原
光
太
郎
さ
ん
が
、
熊
本
会
場
に
出
席
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

               

＊ 

本
部
教
庁
「
布
教
部
」
の
報
告
に
よ
り
ま
す

と
、
令
和
六
年
度
、
全
国
の
各
教
区
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
「
輔
教
集
会
」
の
受
講
者
は
百
三

十
一
教
会
二
百
十
二
人
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ

の
中
で
、
本
部
総
合
庁
舎
で
開
催
さ
れ
た
輔
教

志
願
者
講
習
会
（
八
月
二
十
四
日
・
二
十
五
日
）

輔
教
開
会
の
お
届
け
で
は
、
教
主
金
光
様
か
ら
、 

「
皆
さ
ま
、
そ
れ
ぞ
れ
に
願
い
を
立
て
ら
れ
、

輔
教
志
願
者
講
習
会
に
よ
く
お
集
ま
り
で
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
の
お
礼
を
土
台
に
、『
人

が
人
を
助
け
る
の
が
人
間
で
あ
る
』
と
の
教
祖

様
の
お
ぼ
し
め
し
を
頂
い
て
、
わ
が
道
の
信
心

を
現
し
、
天
地
金
乃
神
様
の
あ
り
が
た
い
こ
と

を
伝
え
、
お
役
に
立
た
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
」 

と
の
お
言
葉
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

＊ 

輔
教
に
は
、
教
会
活
動
及
び
教
団
布
教
の
担

い
手
と
な
る
自
覚
を
高
め
、
「
道
伝
え
」
の
精

神
が
志
願
者
の
中
に
現
れ
て
く
る
こ
と
が
願

わ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
た
め
に
、
教
団
が
「
輔
教
集
会
」
を
開

催
し
、
講
師
に
よ
る
講
話
や
班
別
懇
談
を
と
お

し
て
、
金
光
教
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
研

修
が
行
わ
れ
ま
す
。 

令
和
六
年
度
の
、
全
国
の
各
会
場
で
は
、
輔

教
講
師
が
「
な
ぜ
信
心
を
す
る
の
か
」
「
お
道

の
信
心
が
伝
わ
っ
て
い
く
自
分
に
な
る
に
は
」

「
輔
教
と
し
て
願
わ
れ
る
こ
と
」
な
ど
、
本
教

の
大
切
な
と
こ
ろ
を
押
さ
え
な
が
ら
、
講
師
自

身
の
信
心
の
ル
ー
ツ
や
取
り
組
み
の
実
際
、
在

籍
輔
教
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
の
講
義

が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

受
講
者
か
ら
は
、
「
輔
教
の
在
り
方
を
再
認

識
す
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
」
「
お
か
げ
を
受

け
た
こ
と
を
人
に
伝
え
、
信
心
を
土
台
に
し
て

こ
れ
か
ら
も
お
か
げ
を
受
け
て
い
く
自
分
に

な
り
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。 
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＊ 
南
九
州
教
区
輔
教
集
会 

熊
本
会
場
の
よ
う
す 

 

○
前
半
輔

教
講
師
の
講

話 

は
じ
め
に
、

輔
教
の
意
義

に
つ
い
て
説

明
し
、
輔
教
も

教
師
も
金
光

様
よ
り
、
本
教

の
願
い
の
中

で
ご
任
命
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
五
代
金

光
様
の
お
言
葉
や
現
教
主
金
光
様
の
お
言
葉

を
と
お
し
て
説
明
し
ま
し
た
。 

つ
づ
け
て
、
自
身
が
在
籍
す
る
小
林
教
会
初

代
中
村
八
郎
師
の
事
跡
を
と
お
し
て
、
「
私
た

ち
は
、
今
ご
用
を
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
ご
用

ひ
と
つ
い
た
だ
＜
に
も
命
が
あ
っ
て
の
こ
と

で
、
神
様
か
ら
命
と
い
う
お
か
げ
を
い
た
だ
か

な
け
れ
ば
、
信
心
を
伝
え
る
と
い
う
輔
教
の
役

目
も
立
っ
て
い
か
な
い
」
と
語
り
ま
し
た
。 

最
後
に
、
未
信
奉
者
で
あ
る
友
人
や
金
光
教

を
知
ら
な
い
人
に
信
心
を
語
っ
た
際
の
経
験

を
と
お
し
て
、
「
教
典
に
あ
る
み
教
え
を
語
る

よ
り
、
実
体
験
や
実
感
を
話
さ
な
け
れ
ば
、
伝

わ
ら
な
い
」
と
結
び
ま
し
た
。 

○
後
半
「
推
し
活
金
光
教
」 

ま
ず
、
五
～
六
人
の
班
に
分
か
れ
て
、
各
々
、

本
教
の
魅
力
（
好
き
な
と
こ
ろ
、
好
き
な
み
教

え
な
ど
）
を
付
箋
一
枚
に
つ
き
一
つ
書
き
、
そ

れ
を
書
け
る
だ
け
書
い
て
も
ら
い
、
次
に
、
書

い
て
も
ら
っ
た
付
箋
の
内
容
を
班
員
で
確
認

し
な
が
ら
内
容
ご
と
（
取
次
に
関
わ
る
こ
と
、

み
教
え
、
本
教
の
特
徴
な
ど
）
に
仕
分
け
を
行

い
、
模
造
紙
に
仕
分
け
し
た
内
容
別
に
貼
り
ま

し
た
。 

                   

最
後
に
、
各
班
の
模
造
紙
を
全
員
の
前
に
貼

り
出
し
、
そ
れ
を
菊
川
所
長
が
自
ら
の
経
験
と

併
せ
て
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
点
を
と
り
ま
と
め

ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
は
、
「
息
子
や
孫
に
信
心
を
伝

え
た
い
が
、
中
々
上
手
く
い
か
ず
、
輔
教
講
師

の
話
を
聞
い
て
、
お
取
次
を
願
う
大
切
さ
や
、

実
体
験
を
話
す
大
切
さ
が
わ
か
っ
た
」、「
推
し

活
金
光
教
で
、
本
教
の
魅
力
に
つ
い
あ
ま
り
浮

か
び
上
が
ら
す
、
付
箋
に
書
け
な
か
っ
た
が
、

他
の
人
た
ち
の
書
か
れ
た
魅
力
を
一
緒
に
分

類
し
て
い
る
中
で
、
こ
ん
な
に
も
魅
力
が
あ
っ

た
の
だ
と
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。
も
っ
と
意
識
し

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
」
な
ど
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。 

・
◇
・
◇
・
◇
・
◇
・ 

【
「
輔
教
」
の
制
度
の
中
で
信
心
の
研
鑽
を
！
】 

（
教
会
長
） 

こ
の
よ
う
に
教
団
の
「
輔
教
」
制
度
の
中
で
信

心
の
勉
強
・
研
鑽
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。 

本
来
、
こ
の
世
に
天
地
の
親
神
様
か
ら
命
を
賜

り
産
ま
れ
た
時
か
ら
、
天
地
の
親
神
様
か
ら
大
き

な
願
い
や
愛
情
が
一
人
ひ
と
り
に
か
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
願
い
や
愛
情
を
信
心
を
進
め
て
わ

か
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
親
神
様
に
お
喜
び
い
た
だ

き
、
ご
安
心
い
た
だ
き
、
ご
信
用
い
た
だ
き
、
お

使
い
い
た
だ
く
こ
と
の
で
き
る
氏
子
に
育
っ
て

行
く
こ
と
が
、
こ
の
お
道
の
信
心
で
あ
り
ま
し
ょ

う
。 
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感 

詠 

（教
会
長
） 

 
変
調
も
出
て
く
る
身
体
こ
の
日
ま
で 

は
た
ら
き
つ
づ
け
く
れ
し
を
礼
ぶ 

 

外
七
度
吐
く
息
白
く
な
り
も
せ
ず 

ま
だ
厳
寒
の
訪
れ
ぬ
朝 

 

寝
床
入
る
前
に
お
神
酒
を
温
め
て 

頂
き
風
邪
の
快
復
祈
る 

 

年
末
に
賀
状
と
と
の
え
世
話
に
な
る 

人
た
ち
の
顔
思
い
起
こ
し
つ 

 

 

「
改
ま
り
の
願
い
」(

加
治
木
教
会)

 
 

自
己
中
心
の
信
心
か
ら 

 

親
神
様
の
御
立
場
に
立
っ
た
信
心
に
、 

 

親
神
様
を
使
う
信
心
か
ら 

 

親
神
様
に
お
喜
び
い
た
だ
き 

ご
安
心
い
た
だ
き 

ご
信
用
い
た
だ
く
信
心
に
、 

 

お
か
げ
を
信
じ
る
信
心
か
ら 

 

親
神
様
・
ご
神
慮
を
信
じ
る
信
心
に
、 

 
 
 
 

改
ま
ら
せ
て
い
た
だ
こ
う
。 

 
 

ご
霊
神
様
の  

 
 

  

お
立
日 

一
月 

中
村
宗
吉 

之

霊

神

（
４
日
）
昭
和
61
年 

松
田
常
衛
門
之

霊

神
（
４
日
）
大
正
９
年 

中
村
正
義 

之

霊

神

（
５
日
）
昭
和
21
年 

内
村
ハ
ル
エ 

之

霊

神

（
６
日
）
昭
和
59
年 

有
馬
幸
子 

之

霊

神

（
９
日
）
平
成
16
年 

西
本
五
男 

之

霊

神

（
11
日
）
平
成
15
年 

濱
口
マ
ツ
エ 

之

霊

神
（
11
日
）
平
成
27
年 

濱
口
勝
次 

之

霊

神
（
11
日
）
昭
和
27
年 

前
田
正
蔵 

之

霊

神

（
13
日
）
昭
和
39
年 

瀬
戸
セ
ミ 

之

霊

神

（
14
日
）
昭
和
56
年 

小
屋
敷 

勝 

之

霊

神

（
14
日
）
平
成
１
年 

信
國
鈴
子
大
刀
自 

之

霊

神

（
20
日
）
平
成
５
年 

中
島
ふ
さ 

之

霊

神

（
20
日
）
平
成
16
年 

福
山
瑞
枝 
之

霊

神

（
20
日
）
平
成
21
年 

瀬
戸
俊
子 
之

霊

神
（
23
日
）
平
成
27
年 

柳
園
義
男 

之

霊

神

（
24
日
）
昭
和
８
年 

本
中
野
イ
セ
マ
ツ 

之

霊

神

（
25
日
）
昭
和
59
年 

岡
山
エ
ク 

之

霊

神

（
25
日
）
平
成
20
年 

桐
野
仲
助 

之

霊

神

（
27
日
）
昭
和
21
年 

瀬
尾 

清 

之

霊

神

（
27
日
）
昭
和
41
年 

向
江
フ
キ
子 

之

霊

神

 
 
 
 

令
和
５
年 

ご
先
祖
の
ご
霊
神
様
の
、
現
世
・
幽
冥(

か
く
り
よ)
で
の
お
働
き

あ
っ
て
の
今
日
の
私
た
ち
で
あ
り
ま
す
。  

 

 

立
日
の
月
に
は
、
故
人
を
偲
び
、
玉
串
を
奉
て
ん
し
て
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
し
ょ
う
。
教
会
で
は
、
十
日
の
月
例
祭
で
、
霊
前
で
の
玉

串
の 

奉
て
ん
を
準
備
し
て
い
ま
す
。  

…
… 

12
月 

…
…
…
… 

１
（
日
）
●
報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

３
（
火
）
●
甘
木
親
教
会
御
大
祭 

８
（
日
）
御
本
部
布
教
功
労
者
報
徳
祭
（
遥
拝 

９
（
月
）
清
掃
御
用    

10
時 

10
（
火
）
●
生
神
金
光
大
神
様
月
例
祭 

10
時
半 

12
（
木
）
連
布
教
協
議
会(

加
治
木

教
会

)
 

10
時
半 

14(

土)

～
15(

日)
 

信
徒
部 

教
区
委
員
会(

熊
本
県
・

上
田
氏

)
 

21
（
土
）
清
掃
御
用    

10
時 

22
（
日
）
●
月
例
祭･

共
励
会  

13
時
半 

23
（
月
）
安
武
文
雄
大
人
立
日
御
祈
念 

11
時 

24
（
火
）
甘
木
手
柴
家 

終
祭(

教
会
長) 

25
（
水
）
甘
木
手
柴
家 

告
別
式(

教
会
長) 

29
（
日
）
清
掃
御
用  

10
時 

30
（
月
）
●
越 

年 

祭  

13
時
半 

  

 少
年
少
女
全
国
大
会
に
向
け
て
の 

ま
ご
こ
ろ
運

動 

折
り
鶴 

 

一
七
三
七
羽 

古
切
手 

 

一
〇
一
枚 

古
テ
レ
カ 

一 

枚 
 

集
ま
り
ま
し
た
。 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
折
り
鶴
は
、

わ
か
ば
祭
に
お
供
え
さ
れ
、
広
島･

長
崎
の
平
和
記

念
公
園
に
贈
ら
れ
ま
す
。 

  

 



令和７年１月                        いっしん 
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一
月 

三
日(

金)
 

甘
木
親
教
会
年
頭
参
拝 

 

一
月
六
日(
月)
十
時
半
よ
り 

加
治
木
教
会 

少
年
少
女
会 

鏡
開
き
・
七
草 

※
お
か
が
み
餅
を
焼
い
て
の
ぜ
ん
ざ
い
と 

七
草
た
こ
焼
き
を
作
り
ま
す
！ 

 

一
月
十
日
（
金
）
十
時
半
よ
り 

加
治
木
教
会 

月
例
祭
に
併
せ
て 

成
人
感
謝
祭  

奉
仕 

※
成
人
者
、
玉
串
奉
奠
・記
念
品
授
与
。 

 

一
月
二
十
三
日
～
二
十
九
日 

報
徳
祭
奉
迎 

寒
中
一
斉
信
行 

ご
祈
念･

研
修
～
午
前
五
時
三
十
分
・
午
前
十
時 

教
話
集
な
ど
を
読
ん
で
の
研
修 

教 

会 

行 

事 
 

令
和
七
年 

…
… 

１
月 

…
…
…
… 

１
（
祝
）
●
元 

日 

祭 
 

正
午 

３
（
金
）
甘
木
親
教
会
年
頭
参
拝 

６
（
月
）
★
少
年
少
女
会｢

鏡
開
き｣

10
時
半 

９
（
木
）
清

掃

御

用    

10
時 

〃 
 
 

鹿
児
島
県
教
誨
師
会(

教 

会 

長 

西
本
願
寺
に
て)

 

10
（
金
）
●
月
例
祭･

成
人
感
謝
祭
10
時
半 

11
（
土
）
濱
口
家
霊
祭(

宅
祭) 

16
（
木
）
連
合
会
執
行
部
会(

上
荒
田 

教
会
に
て)

10
時
半 

21
（
火
）
清

掃

御

用    

10
時 

22
（
水
）
●
月
例
祭･

共
励
会  

13
時
半 

26
（
日
）
連
合
会
定
期
総
会(

鹿
児
島 

教
会
に
て)

10
時 

31
（
金
）
清

掃

御

用    

10
時 

 

一
月
二
十
六
日(

日)

十
三
時
よ
り 

鹿
児
島
地
方
教
会
連
合
会 

定 

期 
総 

会 

※
一
教
会
、
教
師
一
名
、
信
徒
一
名
の 

出
席
に
て
開
催
。 

 

ニ
月 

ニ
日(

日)

午 

前 
 

十
一
時
よ
り 

加
治
木
教
会 

 
 
 

※
前
日
掃
除
御
用 

報 

徳 

祭 

奉 

仕 
…
… 

２
月 

…
…
…
… 

１
（
土
）
●
報
徳
月
例
祭
10
時
半 

後
掃
除
御
用 

２
（
日
）
●
加
治
木
教
会 

報
徳
祭 

11
時 

３
（
月
）
甘
木
親
教
会
参
拝
日 

４
（
火
）
甘
木
手
柴
家
霊
祭 

〃 

甘
木
親
教
会
初
代
立
日
御
祈
念
10
時 

９
（
日
）
大
口
教
会
一
年
祭 

〃 
 
 

清
掃
御
用 

10
時 

10
（
月
）
●
月
例
祭
10
時
半 

11
（
祝･

火
）
多
良
木
教
会 

報
徳
祭 

11
時 

17
（
月
）
●
甘
木
親
教
会 

報
徳
祭
11
時 

18
（
火
）
甘
木
親
教
会｢

同
釜
会｣

 

21
（
金
）
清
掃
御
用 

10
時 

22
（
土
）
●
月
例
祭･

共
励
会  

13
時
半 

28
（
金
）
清
掃
御
用 

10
時 

 

         

 

 


